
位相数学１　演習　問 2.12� �
問題

Rnにおいて、（O2),（O3）が成り立つことを、定義に戻って示せ。

参考
(O2)有限個、無限個を問わず開集合の和集合は開集合
(O3)有限個の開集合の共通部分は開集合� �

(解答）

(O2)

Proof.

∀λ ∈ Λ, Oλ ∈ Oをとる。∀a ∈
∪

λ∈Λ Oλをとる。
a ∈

∪
λ∈Λ Oλより、あるλ0 ∈ Λが存在して、a ∈ Oλ0

Oλ0
は開集合であるから、あるε > 0が存在して、B(a; ε) ⊂ Oλ0

⊂
∪

λ∈Λ Oλ

つまり、任意の a ∈
∪

λ∈Λ Oλに対して,aは∪
λ∈Λ Oλの内点であるから、

∪
λ∈Λ Oλは Rnの開集合

である。
よって、∪λ∈Λ Oλ ∈ O

(O3)

Proof.

∀n ∈ Nをとり、O1, O2, · · · , On ∈ Oとする。
∀a ∈

n∩
i=1

Oiをとる。

a ∈
n∩

i=1

Oiより、a ∈ O1 ∩O2 ∩ · · · ∩Onが成り立つ。
O1, O2, · · · , Onは開集合であるから、
各 i(i = 1, 2, · · · , n)に対して、あるεi > 0が存在して、B(a; εi) ⊂ Oiが成り立つ。
ここで、ε := min{ε1, ε2, · · · , εn}とおくと、ε > 0

B(a; ε) ⊂ B(a; εi) ⊂ Oi(i = 1, · · · , n)であるから、B(a; ε) ⊂ O1 ∩O2 ∩ · · · ∩On =
n∩

i=1

Oi

つまり、任意の a ∈
n∩

i=1

Oiに対して,aは
n∩

i=1

Oiの内点であるから、
n∩

i=1

Oiは Rnの開集合である。

よって、
n∩

i=1

Oi ∈ O

1


